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Abstract
　A single specimen of the Shark Ray, Rhina 
ancylostomus Bloch and Schneider, 1801 (ca. 135 cm 
total length), was captured by recreational fishing from 
the Naze port (28º22'57.3"N, 129º29'49.7"E), Amami-
oshima island, the Amami Islands, Kagoshima 
Prefecture, southern Japan. The individual was released, 
but the photographs were taken. These photographs 
verifiably represent the first record of the species from 
the island.

はじめに
シノノメサカタザメ科 Rhinidaeはシノノメサ

カタザメ Rhina ancylostomus Bloch and Schneider, 

1801 の 1 属 1 種から構成される（Last et al., 

2016a, b）．本種はインド・西太平洋域に広く分布

するものの，漁獲圧の増加の恐れがあることなど

から IUCNレッドリストでは絶滅危惧 IA類（CR）

（Kyne et al., 2019），日本国内のレッドリストでは

情報不足（DD）と評価されている（環境省，

2017）．

日本国内において，本種は北海道から沖縄諸

島までの複数地点から記録されているが（波戸岡

ほか，2013），これまでに奄美大島からの報告は

なかった．2023年 10月に奄美大島の名瀬港にお

いて，著者らはシノノメサカタザメに同定される

軟骨魚類 1個体を釣獲した．当該個体の大きさと

希少性から，標本を残すことは断念したが，種の

特徴を確認できる鮮明な写真を撮影した．ここで

は撮影した写真に基づいて，奄美大島から初めて

記録されたシノノメサカタザメについて報告する．

材料と方法
シノノメサカタザメの学名は多くの文献で

Rhina ancylostoma とされているが（例えば波戸岡
ほか，2013; Last et al., 2016a, b; Kyne et al., 2019），
これは綴りの誤りであるため（Bloch and Schneider, 

1801），本報では原記載の通り Rhina ancylostomus

を用いた．本報告に用いた釣獲後の生鮮写真は神
奈川県立生命の星・地球博物館の魚類写真資料

（KPM-NR）として保管されている．なお，同館
の資料番号は博物館のデータベース上では 0 を含
めた 7 桁の数字で表記されるが（例えば，KPM-

NR0249009），ここでは本質的な有効数字で示し
た．また，資料番号の後ろのアルファベットは，
各写真の枝番号を示している．

結果と考察
Rhina ancylostomus Bloch and Schneider, 1801

シノノメサカタザメ（Fig. 1）

写真資料　KPM-NR 249009A–H， 全 長 約 135 

cm， 鹿 児 島 県 奄 美 大 島 名 瀬 港（28º22'57.3"N, 

129º29'49.7"E），水深約 20 m，投げ込み釣り（餌：
活きたメアジ），2023 年 10 月 25 日 23 時 00 分，
中野光希（釣獲者），松田勇成（撮影者）．
同定　胸鰭起部は明瞭で眼より後方に位置す

ること，胸鰭と腹鰭が接していないこと，第１背
鰭起部は腹鰭起部よりわずかに前方に位置するこ
と，吻端は幅広く，おおむね円形であること，眼
の上部前方から後方にかけての隆起線上と肩部隆
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起線上に棘が並ぶこと，頭部背中線隆起に沿って
大きめの棘が並ぶこと，背面は全体的に灰色で，
胸鰭後半部や体部に多数の白色斑点があること，
および胸鰭の基部付近に黒色斑があること（Fig. 

1）が波戸岡ほか（2013）および Last et al. (2016a, 

b) が 示 し た シ ノ ノ メ サ カ タ ザ メ Rhina 

ancylostomus の標徴に一致したため，本種へ同定
された．
分布　本種は南アフリカからニューカレドニ

ア，日本にかけてのインド・西太平洋域に広く分
布する（Last et al., 2016b）．日本国内では本土の

太平洋沿岸（北海道，青森県，三陸地方南部，鹿
島灘～九州南岸の太平洋沿岸，八丈島）と日本海
沿岸（秋田県男鹿桜島，新潟県村上，山口県，九
州北西岸，五島列島），および鹿児島湾，沖縄諸
島など広い範囲から記録がある（波戸岡ほか，
2013；岩坪・本村，2017; Iwatsuki et al., 2017；園
山ほか，2020；萬代・小枝，2022）．本研究によ
り新たに奄美大島からも記録された．
備考　名瀬港から得られた個体は活きたメア

ジを餌にした投げ込み釣りで夜間に釣獲された．
シノノメサカタザメはニベ科魚類などの硬骨魚

Fig. 1. Photographs of Rhina ancylostomus (ca. 135 cm total length) collected from Amami-oshima island, the Amami Islands, Kagoshima 
Prefecture, southern Japan, on 25 October 2023. Photo number: upper, KPM-NR 249009C; lower, KPM-NR 249009G. Photos by Y. 
Matsuda. Captured by M. Nakano.
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類，エビ・カニ類，二枚貝，および頭足類を捕食
することが知られている（Last et al., 2016b）．今
回の個体についても既知の食性と一致しており，
本種が夜間に海底付近を遊泳して様々な生物を食
べていることが示唆された．

本報は釣果写真に基づいた絶滅危惧種の分布
の空白を埋める報告である．種の保全，とりわけ
絶滅危惧種に指定されている種の保全を行うにあ
たり，分布や生息環境の利用に関する情報収集は
非常に重要である（Lamoreux et al., 2006; Mota-

Vargas and Rojas-Soto, 2012; Moore, 2018）． ま た，
絶滅危惧種の情報蓄積において，釣り人が持つ
データを記録することの有用性も知られている

（Gausmann and Hasan, 2022; Ogata and Murase, 

2023）．今回の個体は大きさが 100 cm を超えてお
り，持ち帰って標本にすることが困難であった．
板鰓類やマンボウ類といった大型魚類の場合，捕
獲された個体の多くがその場で再放流もしくは解
体されて標本は残らない．しかし，そのような中
でも写真データを基にして分布や出現情報に関す
る研究が積極的に行われている（例えば，藤井，
2015；澤井，2021; Ogata and Murase, 2023）．この
ような標本の収集を伴わない生態学的研究は，自
然への負担をかけずに大型魚類の希少種を保全し
ていくうえで有効であると思われる．
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